
第5期策定用

健康ながはま21アンケート調査項目素案
（R4年度実施用）

変更理由

問 56

【設問削除】
平均睡眠時間を教えてください。（１つに○）

　１．３時間未満　２．３時間以上６時間未満　３．６時間以上８時間未満　４．８時間以上

削除
目安はあるものの人ぞれぞ
れ睡眠時間が違うため、問
57の睡眠の満足度（質）
で確認する

問 57

いつもとっている睡眠で休養が十分とれていますか。（１つに○）

　１．十分とれている　　　　２．まあまあとれている
　３．あまりとれていない　　４．まったくとれていない　　５．わからない

【評価指標のため変更な
し】
前回との比較で必要なため

問 58

下記のＡ～Ｅの項目の時間について、あなたの認識に最も近いものを１～４の中から１つ選んで○
をつけてください。（それぞれ１つずつ）

【評価指標のため変更な
し】
前回との比較で必要なため

問 59

【設問削除】
生活の中での優先度について、下記のＡとＢの場合において、１つ選んでください。（現在仕事をさ
れていない方は、あなたのお考えをお答えください）（それぞれ一つに○）

削除
R3.10 人権施策推進課が計
画策定にかかる「男女共同
参画等に関する市民意識調
査」にて、同様の質問があ
るため。

問 60

【設問削除】
ストレスで体調を崩したことはありますか。（１つに○）

　１．ある　　　　　２．ない

誰しもストレスがあること
を全員に、対象者が現状に
おいてストレスが解消でき
るているかどうかを確認す
る設問に後半でおきかえ
る。

いつもとっている睡眠で休養が十分とれていますか。（１つに○）

　１．十分とれている　　　　２．まあまあとれている
　３．あまりとれていない　　４．まったくとれていない　　５．わからない

下記のＡ～Ｅの項目の時間について、あなたの認識に最も近いものを１～４の中から１つ選んで○をつ
けてください。（それぞれ１つずつ）

生活の中での優先度について、下記のＡとＢの場合において、１つ選んでください。（現在仕事をされ
ていない方は、あなたのお考えをお答えください）（それぞれ一つに○）

ストレスで体調を崩したことはありますか。（１つに○）

　１．ある　　　　　２．ない

第4期策定時

健康ながはま21アンケート調査項目
（H30年度実施）

Ⅷ　心と休養についておたずねします

平均睡眠時間を教えてください。（１つに○）

　１．３時間未満　　２．３時間以上６時間未満　　３．６時間以上８時間未満　　４．８時間以上



第5期策定用

健康ながはま21アンケート調査項目素案
（R4年度実施用）

変更理由

第4期策定時

健康ながはま21アンケート調査項目
（H30年度実施）

小
問
１

あなたの周囲の人たちとの関係についておうかがいします。あなたの不満や悩みやつらい気持ち、
ストレスを感じた時、相談できる人はいますか。（１つに○）
　
　１．いる　→　問６１―小問２へ　　　　２．いない　→　問６２へ

【設問修正】
悩みやストレスを相談する相手はいますか。もしくは場所はありますか。（１つに〇）
　

　１．相談する相手がいる（場所がある）　　➡　問６１－小問２へ

　２．相談したいが誰にも相談できずにいる
　３．相談したいがどこに相談したらいいかわからない
　４．相談する必要はないので誰にも相談しない

【評価指標】
R4年度　第55回滋賀県世
論調査と同様に変更。
「1.相談相手がいる」と回
答した人を、前回問の「1.
いる」の比較対象とする。

小
問
２

前小問で「１．いる」と回答された方におうかがいします。それは誰ですか。（あてはまるものす
べてに○）

　　１．同居の親族（家族）
　　２．１以外の親族(家族）
　　３．友人や同僚
　　４．近所の人（自治会の人、民生委員など）
　　５．ネット上（ＳＮＳ等）だけのつながりの人
　　６．先生や上司
　　７．かかりつけの医療機関の職員（医師、看護師、薬剤師など）
　　８．公的な相談機関（地域包括支援センター、市役所、保健所など）の職員
　　９．民間の相談機関（有料のカウンセリングなど）の相談員
   １０．同じ悩みを抱える人
　１１．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

【設問・選択肢修正】
問６１－小問１で「１．相談する相手がいる（場所がある）」と回答された方におたずねします。
悩みやストレスを誰に（どこに）相談していますか。（あてはまるものすべてに〇）
　
　　１．家族
　　２．１以外の親族（家族）
　　３．友人・知人
　　４．職場の同僚・学校の先生等
　　５．公的機関（市役所・保健所・滋賀県自殺予防電話相談等）
　　６．民間・NPO等の相談機関（いのちの電話等）
　　７．民生委員
　　８．病院、診療所
　　９．テレビ・ラジオ・新聞等の相談コーナー
　１０．ネット上（SNS等）だけのつながりの人
　１１．同じ悩みを抱える人
　１２．上記以外（職場の相談窓口等）

R4年度　第55回滋賀県世
論調査と同様の質問に変
更。回答の選択肢は、前回
アンケートのものを一部追
加。

問 62

【設問修正】
悩みやストレスを感じた時にどのような方法があると相談しやすいと思いますか。（あてはまるも
のすべてに○）

　１．直接会って相談する（訪問相談含む）
　２．電話を利用して相談する
　３．メールを利用して相談する
　４．ＬＩＮＥやＦａｃｅｂｏｏｋなどＳＮＳを利用して相談する
　５．Ｔｗｉｔｔｅｒや掲示板などを利用してインターネット上の不特定多数に流す
　６．インターネットを利用して解決法を検索する
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問61　小問1の相談相手が
いる以外の回答者の思いを
確認するため設問修正。
　結果によって、ニーズに
応じた相談窓口の周知の強
化等行う。

問 63

【選択肢修正】
この1か月で下記のＡ～Ｇのそれぞれの問題に関して、悩みや苦労、ストレス、不満を感じることが
ありますか。（それぞれ１つに○）

「かつてあったが今はな
い」の選択肢は削除し、あ
る・ないで回答。

悩みやストレスを感じた時にどんな方法で悩みを相談したいと思いますか。（あてはまるものすべてに
○）

　１．直接会って相談する（訪問相談含む）
　２．電話を利用して相談する
　３．メールを利用して相談する
　４．ＬＩＮＥやＦａｃｅｂｏｏｋなどＳＮＳを利用して相談する
　５．Ｔｗｉｔｔｅｒや掲示板などを利用してインターネット上の不特定多数に流す
　６．インターネットを利用して解決法を検索する
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

この1か月で下記のＡ～Ｇのそれぞれの問題に関して、悩みや苦労、ストレス、不満を感じることがあり
ますか。（それぞれ１つに○）

問 61



第5期策定用

健康ながはま21アンケート調査項目素案
（R4年度実施用）

変更理由

第4期策定時

健康ながはま21アンケート調査項目
（H30年度実施）

問
追
加

【設問追加】
あなたはストレスを解消できていますか。（１つに〇）

　１．いつもできている　　２．ときどきできる　　３．ほとんどできない　　４．できない

ストレスを感じている人が
解消できているか確認する
ため追加

問 64

悩みを抱えた時やストレスを感じた時に、誰かに相談したり、助けを求めたりすることは恥ずかし
いことだと思いますか。あなたの考えに最も近いものに○をつけてください。（１つに○）

　１．そう思う　　　２．どちらかというとそう思う
　３．どちらかというとそう思わない　　　４．そうは思わない　　　５．わからない

変更なし

問 65

下記の症状が2週間以上続くことが「うつ病のサイン」であることを、あなたは知っていますか。
（１つに○）

【うつ病のサイン】
・自覚症状：眠れない、憂うつ、気分が重い（沈む）、悲しい、イライラする、集中力がない、好き
なこともやりたくない、細かい事が気になる、決断が下せない、悪いことをしたように感じて自分を
責める、死にたくなる
・周囲が気づく症状：表情が暗い、涙もろい、反応がおそい、落ち着きがない、飲酒量が増える
・身体症状：疲労・倦怠感、食欲不振、頭痛、下痢、便秘、性欲減退、喉の渇き、めまい

　１．よく知っていた　　　２．少しは知っていた　　　３．知らなかった

評価指標
前回との比較で必要なた
め、変更なし

問 66

あなたは自分自身の「うつ病のサイン」を感じたことはありますか。（１つに○）

　１．はい　　　２．いいえ　　　３．わからない

変更なし

問 67

あなたが自分自身の「うつ病のサイン」に気づいたとき、あなたは最初にどうしますか。（１つに
○）

　１．身近な家族や友人に相談する　　　　２．精神科に受診する
　３．精神科以外の医療機関に受診する　　４．保健所に相談する
　５．市役所に相談する　　　　　　　　　６．なにもしない
　７．わからない

評価指標
前回との比較で必要なた
め、変更なし

問 68

【選択肢修正】
身近な人の「うつ病のサイン」に気づいたとき、あなたは最初にどうしますか。（１つに○）

　１．とりあえず声をかけて話をきく
　２．紹介できる相談先を知っていれば、話をきく
　３．第３者（家族、公的機関等）に伝え、直接声はかけない
　４．特に触れずにそっとしておく

質問は変更なし。選択肢は
R4年度　第55回滋賀県世
論調査にあわせて変更。
選択肢3は、第3者の定義
について補足説明を入れ
る。

あなたは自分自身の「うつ病のサイン」を感じたことはありますか。（１つに○）

　１．はい　　　２．いいえ　　　３．わからない

あなたが自分自身の「うつ病のサイン」に気づいたとき、あなたは最初にどうしますか。（１つに○）

　１．身近な家族や友人に相談する　　　　２．精神科に受診する
　３．精神科以外の医療機関に受診する　　４．保健所に相談する
　５．市役所に相談する　　　　　　　　　６．なにもしない
　７．わからない

身近な人の「うつ病のサイン」に気づいたとき、あなたは最初にどうしますか。（１つに○）

　１．身近な家族や友人に相談する　　　　　　　　　２．精神科への受診をすすめる
　３．精神科以外への医療機関への受診をすすめる　　４．保健所への相談をすすめる
　５．市役所への相談をすすめる　　　　　　　　　　６．なにもしない
　７．わからない

悩みを抱えた時やストレスを感じた時に、誰かに相談したり、助けを求めたりすることは恥ずかしいこ
とだと思いますか。あなたの考えに最も近いものに○をつけてください。（１つに○）

　１．そう思う　　　２．どちらかというとそう思う
　３．どちらかというとそう思わない　　　４．そうは思わない　　　５．わからない

下記の症状が2週間以上続くことが「うつ病のサイン」であることを、あなたは知っていますか。（１つ
に○）

【うつ病のサイン】
・自覚症状：眠れない、憂うつ、気分が重い（沈む）、悲しい、イライラする、集中力がない、好きなこ
ともやりたくない、細かい事が気になる、決断が下せない、悪いことをしたように感じて自分を責める、
死にたくなる
・周囲が気づく症状：表情が暗い、涙もろい、反応がおそい、落ち着きがない、飲酒量が増える
・身体症状：疲労・倦怠感、食欲不振、頭痛、下痢、便秘、性欲減退、喉の渇き、めまい

　１．よく知っていた　　　２．少しは知っていた　　　３．知らなかった



第5期策定用

健康ながはま21アンケート調査項目素案
（R4年度実施用）

変更理由

第4期策定時

健康ながはま21アンケート調査項目
（H30年度実施）

小
問
１

【設問追加】
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、わたしたちの生活様式は変化を余儀なくされました。
これらの影響により、ストレスや不安に感じておられることがありますか。（１つに〇）

　１．ある　　　２．ない

コロナの影響を知るため追
加。
R4年度　第55回滋賀県世
論調査と同様。

小
問
２

【設問追加】
小問１で「１．ある」と回答された方におたずねします。ストレスや不安の内容について、当ては
まるものをすべてお答えください。（〇新型コロナウイルス感染拡大の影響により、わたしたちの
生活様式は変化を余儀なくされました。これらの影響により、ストレスや不安に感じておられるこ
とがありますか。（あてはまるものすべてに〇）

　１．人と会えないことによる寂しさ　　２．家族関係の不和　　３．進路・進学への不安
　４．育児疲れ　　５．介護疲れ　　６．生活苦　　７．事業不振　　８．漠然とした不安など
　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

コロナの影響を知るため追
加。
R4年度　第55回滋賀県世
論調査と同様。

問
追
３

【設問追加】
こころの健康に関連する相談窓口として、知っているものをすべてお答えください。（あてはまる
ものすべてに〇）

　１．市役所（保健センターや福祉担当課等）
　２．保健所
　３．県精神保健福祉センター
　４．滋賀県子ども・若者相談窓口
　５．市社会福祉協議会
　６．滋賀県自殺予防電話相談
　７．こころの電話
　８．滋賀県こころのサポートしが（LINE相談）
　９．こころのほっと相談（対面相談）
１０．こころんダイヤル（子ども・子育て応援センター）
１１．滋賀いのちの電話
１２．知らない

相談窓口の認知度を確認す
るため追加。
R4年度　第55回滋賀県世
論調査と同様。

問 69

【選択肢修正】
身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時、あなたはどう対応しますか。（あてはまるものす
べてに○）

　１．相談にのらない、もしくは話題を変える　　２．「頑張って生きよう」と励ます
　３．「死んではいけない」と説得する　　　　　４．「つまらないことを考えるな」と叱る
　５．耳を傾けてじっくりと話を聞く　　　　　　６．医療機関にかかるよう勧める
　７．解決策を一緒に考える　　　　　　　　　　８．一緒に相談機関を探す
　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１０．何もしない　　　　　　　　　　　　　　１１.わからない

回答の選択肢を整理。
1.2.3.4.11は、平成26年1
月　自殺に関する県民意識
調査（滋賀県立精神保健福
祉センター）より抜粋。

Ⅸ　自殺予防についておたずねします

身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時、あなたはどう対応しますか。（あてはまるものすべて
に○）

　１．相談にのらない、もしくは話題を変える　　２．「頑張って」と励ます
　３．「死んではいけない」と説得する　　　　　４．「バカなことを考えるな」と叱る
　５．耳を傾けてじっくりと話を聞く　　　　　　６．医療機関にかかるよう勧める
　７．解決策を一緒に考える　　　　　　　　　　８．一緒に相談機関を探す
　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１０．何もしない

問
追
２



第5期策定用

健康ながはま21アンケート調査項目素案
（R4年度実施用）

変更理由

第4期策定時

健康ながはま21アンケート調査項目
（H30年度実施）

問 70

自殺予防対策における「ゲートキーパー※」という言葉を知っていますか。（１つに○）
　※ゲートキーパー：悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて必要な支援につなげ、見守る
人

　１．知っている
　２．聞いたことはあるがよく知らない
　３．知らない（今回の調査ではじめて聞いた場合を含む）

【評価指標のため変更な
し】
前回との比較で必要なため

問 71

【設問削除】
これまで自殺対策に関する啓発物を見たことがありますか。（あてはまるものすべてに○）

　１．ポスター　　　　　　２．パンフレット　　　　　　３．広報誌
　４．電光掲示板　　　　　５．のぼり・パネル　　　　　６．インターネットページ
　７．ティッシュ等のキャンペーングッズ
　８．見たことはない
　９．その他（　　　　　　　　　　）

啓発自体の認知ではなく、
啓発目的である相談先を
しっているかどうかについ
て今回は把握するため、当
該設問を削除

問 72

【設問削除】
自殺対策に関する研修会やゲートキーパー養成講座に参加したことがありますか。（１つに○）

　１．はい　　２．いいえ

削除

業務において参加者数を把
握しているため

問
追
４

本市ではこころの健康に関する取組として、自殺対策計画に基づき、自殺や精神疾患についての正
しい知識の普及に取り組んでいます。自殺について、あなたの考えに近いもの（そう思うもの）を
すべて選んでください。（あてはまるものすべてに〇）

　１．自殺を口にする人は実際に自殺するつもりはない
　２．ほとんどの自殺は予兆なく起こる
　３．自殺の危機にある人は死ぬ決意をしている
　４．自殺の危機にある人は、その後もずっと自殺の危機から逃れられない
　５．精神疾患のある人だけが自殺する
　６．自殺の危機にある人と、自殺について話すことはよくない
　　 （自殺を促しているようにとらえられるかも）
　７．どれもあてはまらない

正しい知識を確認するため
追加。
R4年度　第55回滋賀県世
論調査と同様の内容。

自殺対策に関する研修会やゲートキーパー養成講座に参加したことがありますか。（１つに○）

　１．はい　　２．いいえ

自殺予防対策における「ゲートキーパー※」という言葉を知っていますか。（１つに○）
　※ゲートキーパー：悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて必要な支援につなげ、見守る人

　１．知っている
　２．聞いたことはあるがよく知らない
　３．知らない（今回の調査ではじめて聞いた場合を含む）

これまで自殺対策に関する啓発物を見たことがありますか。（あてはまるものすべてに○）

　１．ポスター　　　　　　２．パンフレット　　　　　　３．広報誌
　４．電光掲示板　　　　　５．のぼり・パネル　　　　　６．インターネットページ
　７．ティッシュ等のキャンペーングッズ
　８．見たことはない
　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


